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はじめに 

 

アルミ船を建造する多くは中小零細の造船所であり、自社の実情に応じたアルミ材等の溶接研

修を受講する機会に恵まれていない。 

近年では、大手造船所等からの人材流入も減少し、ベテラン技能者の高齢化も進んでいること

から溶接技術者の継続的育成が課題となっている。 

 

我が国造船業界では、全国 6 か所の技能研修センター (横浜、相生、因島、今治、佐伯、長崎)

を設置しており、入社直後の新人研修をはじめ各種の技能研修を実施しているが、鋼船を建造す

る造船所が中心であるため、アルミ鋼等を対象とした溶接研修は実施していない。 

 

このため、研修を希望する造船所に講師を派遣して造船所の実情に合わせた溶接技能研修を実

施し、併せて事業終了後も社内で教育が継続できるよう社内指導者を養成することを目的として、

「アルミ等溶接技術者育成事業」を 2ヶ年計画で実施することとした。 

  

詳細は以下の各章のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

1 事業概要 

1-1 事業の目的 

アルミ船を建造する多くは中小零細の造船所であり、自社の実情に応じたアルミ鋼等の溶接研

修を受講する機会に恵まれていない。また近年では、大手造船所等からの人材流入も減少し、ベ

テラン技能者の高齢化も進んでいることから溶接技能者の継続的育成が課題となっている。 

このため、研修を希望する造船所に講師を派遣するオーダーメード式の研修によって造船所の

実情に合わせた人材育成を実施し、併せて社内で継続的な技能者育成ができるよう社内指導者を

養成することを目的として「アルミ等溶接技術者育成事業」を 2ヶ年計画で実施する。 

 

1-2 事業の目標 

・2 カ年で 10 社 50 名程度のアルミ等溶接技能者を育成し、10 名程度の社内指導者を育成する。 

 

1-3 事業計画 

・初年度：造船所に講師を派遣して溶接研修を実施し、造船所の実情に合わせた人材を育成する。 

・2 年度：造船所に講師を派遣して指導者教育を実施し、社内指導者を育成する。 

 

2 講師 

本事業の講師は、大手造船OB の下記 3 名に依頼した。 

 

3 参加造船所 

各地方の小型船舶工業会に所属する造船所を含め、下記の 10 社が参加した。 

墨田川造船株式会社、京浜ドック株式会社、本瓦造船株式会社、ﾂﾈｲｼｸﾗﾌﾄ&ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ株式会社、 

熊本ドック株式会社、株式会社村上鉄工所（小船工）、株式会社みらい造船（小船工）、 

愛知造船株式会社（小船工）、鈴木造船株式会社（小船工）、株式会社辰也造船所（小船工） 

 



 

 

4 アルミ等溶接技能研修の概要  

・受講生は、1 造船所あたり 5名～10 名程度までとした。 

・期間は原則 5日間とし、参加造船所の希望を考慮して調整することとした。 

・研修は参加造船所に講師を派遣しての出張研修とし、座学講義と実技実習で構成した。 

➀座学：アルミ鋼溶接、ステンレス鋼溶接、銅管ロウ付けに関する必要な知識を取得する。 

➁実技：1 ランク上の溶接姿勢（隅肉、突合せ）でNK 溶接士技量試験に合格する技能向上を

目指す。 

・実技は、アルミ鋼の溶接技能研修を中心に造船所の希望に応じて、ステンレス鋼、銅管ロウ付

けの研修を実施することとした。また、溶接機は造船所希望に応じて、TIG 又は MIG 若しく

はその両方で実施することとした。 

 

5 研修用カリキュラム、テキストの作成 

5-1 研修用カリキュラムの作成 

 アルミ等溶接技能研修の実施に辺り、まず、基準となる 5 日間の研修用の標準カリキュラムを

作成した。各造船所での技能研修実施時には、この標準カリキュラムを基に受講生のレベルに応

じた個々の研修用カリキュラムを作成し研修を実施することとした。 

 
 

5-2 研修用テキストの作成 

研修用のテキストを作成した。 

 

日程 1 2 3 4 5

掃除・講評

6

掃除・講評

　 【実技】

　 　隅肉溶接手直し要領

     【実技】

　 　水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 隅肉溶接

掃除・講評

7 8

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

　 【実技】

　　 突合せ溶接手直し要領

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

1日目

2日目

3日目

5日目

4日目

【座学】

  ④アルミ鋼の溶接施工法

【座学】

  ⑦溶接部の試験と検査

【座学】

  ⑥異種金属溶接

【座学】

  ➄ステンレス鋼、銅管ロ

     ウ付けの溶接施工法

     【実技】

　 　水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 隅肉溶接

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

　 【実技】

　　 水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 突合せ溶接

掃除・講評

掃除・講評

【概要説明】【座学】

  ➀障害とその防止対策

  ➁アルミ鋼の性質

  ➂アルミ鋼の溶接

     【実技】

　 　水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 隅肉溶接

     【実技】

　 　水平/立向（上進、下進）/横向/上向

　　 何れかの 隅肉溶接



 

 

6 参加造船所へのヒアリング、研修内容の組み立て 

6-1 参加造船所のヒアリングと研修内容の組み立て 

 各造船所の研修要望は、下記のヒアリングシートを配布し、受講生の人数、技能レベル、希望

する溶接機、溶接姿勢、研修内容、板厚等のオーダーを事前に調査した。 

その後、ヒアリングシートを基に、造船所担当者、講師とWEB会議を実施して研修内容、準

備物を決定した。 

 

 

6-2 研修日誌 

 受講生の習熟度合いや疑問点、難しいと感じているところ等を把握しながら研修を進めるため、

受講生には、毎日研修日誌を作成して貰うこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研修は、造船所と研修日程を調整し、順次 10造船所での技能研修を実施した。 

【会社情報】 【研修日程】

会社名 研修期間 座学 実技

研修担当者 研修日数

担当者連絡先

安全責任者

【溶接準備台数】 【品質、技量露確認のための道具一式】

※研修で使用する溶接機の種類、メーカー名、台数（レンタル分含）を書いてください。 ※研修に用出来る道具の有無（レンタル分含）、台数を書いてください。

TIG MIG
CO2

（SUS用）
ガスバーナー

（ロウ付け用）
露点計

（アタッチメント含）

曲げ試験治具
（ジャッキ含）

カラーチェック 温度計 湿度計

【研修全般の具体的な要望】

【受講者情報】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

（TIG）

（MIG）

【研修情報/希望内容】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

研修で使用する
溶接機の種類

希望溶接姿勢

使用する板厚
 （3㎜or8㎜）

※SUS研修を希望される場合のみ記入してください。

経験年数

研修で使用する
溶接機の種類

希望溶接姿勢

使用する板厚
 （3㎜or8㎜）

※ロウ付けを希望される場合のみ記入ください。

経験年数

使用する鋼材
（銅管or銅板）

研修場所（講義室、実技予定場所）の詳細が分かるように枠内に写真を貼付してください。

アルミ研修

※今回の研修で希望する内容を具体的に書いてください。

受講者経験年数

溶接に関する保有資格
（NK、JIS 等）

所属（協力会社の場合は会社名）

アルミ等溶接技術者育成事業  ヒアリングシート（オーダー票）

担当講師

（ふりがな）

受講者氏名

受講者年齢

個別の研修要望
（具体的に書いてください。）
例：立向希望だが技量に問題なけ
れば横向きも教えて欲しい。

研修で目指す技能到達目標
（具体的に書いてください。）
例：1ランク上のNK試験に合格
できるレベルを目指す。

来年度の指導者育成候補
（候補者に○をしてください。）

SUS研修

ロウ付け研修

SUS研修
（希望者に○をしてください。）

ロウ付け研修
（希望者に○をしてください。）

SUSの研修要望
（具体的に書いてください。）
例：ビードの置き方と突合せ溶接
を教えて欲しい。

ロウ付けの研修要望
（具体的に書いてください。）
例：板の重ね溶接、銅管とスリー
ブとの溶接を教えて欲しい。

【座学講義】 ✓してください

レ

レ

レ

【実技実習】 ✓してください 【実技実習用治具の例】

【曲げ試験用治具の例】

【上記の他に】

※SUS（TIG）希望の場合 ✓してください

【実技実習用の鋼材（1人当たり/5日間）】

ビードの練習、確認用：300×300の平板5枚

※SUS（CO2/フラックスコアドワイヤー）希望の場合 ✓してください 隅肉溶接用（十字継手）1,000×100のFB2枚、500×100のFB4枚

突合せ溶接用：200×150の板を開先60度に加工したピース30セット

※板厚（薄板3㎜又は中板8㎜）は造船所で決めて用意してください。

※コストを下げるため実習用鋼材は端材でも可（形状も不揃いで可）。

※突合せ溶接用の開先角度を変更しても結構です。

※ロウ付け希望の場合 ✓してください

【その他】 ✓してください

講師・事務局昼食

講師・事務局の安全衛生保護具
（安全帽、作業着、安全靴、防塵マスク、遮光面）

レンガ

ロウ材

フラックス

溶加棒（2.0㎜-2.4㎜）

TIG電極（セリウム入りタングステン）径は3.2Φ

バックシールドガス治具（右図参照）
（突合せ溶接を希望する場合）

実技実習用の鋼材（SUS)一式

ガスバーナー（トーチ含）

実技実習用の鋼材（銅板、銅管、スリーブ等）一式

フラックスコアードワイヤー

CO2ガス

CO2溶接機（トーチ部消耗品含）

SUS溶接用セラミック裏当材　SUS308幅30×6
（突合せ溶接を希望する場合）

実技実習用の鋼材（SUS）一式

曲げ試験用治具（曲げ用ジャッキ含）

露点計（アタッチメント含）

電動丸鋸

ミーリングカッター

サイドカッター

カラーチェック用材料（洗浄液、浸透液、現像液）
※曲げ試験用治具がない場合のみ

講師控室1室（講義室兼用可）

純綿ウエス

前処理用アセトン（ゴム手含）

溶接ワイヤ又は溶加棒

アルゴンガス

温度計

湿度計

アルミ溶接用ホース
（テフロン系又はフッ素樹脂系のホース）

グラインダー

ステンレスワイヤブラシ

リューター

電動バフ

MIG溶接機（トーチ部消耗品含）

TIG溶接機（トーチ部消耗品含）

突合せ溶接用の裏当材（アルミ溶接用セラミック）
SUNOX CBW-276NP30 幅6㎜、深さ2㎜

TIG電極（セリウム入りタングステン）径は3.2Φ

実技実習用の鋼材一式（右図参照）

溶接実習用治具（右図参照）

安全衛生保護具（人数分）

テレビ1台（HDMIケーブルが使える物）

講義室1室

アルミ等溶接技術者育成事業  準備物チェックシート

実習したい溶接姿勢にピースを

固定できる環境があれば結構です。

溶接実習用治具の一例

実習用治具の一例

or

型曲げ試験用治具、ジャッキの一例

SUSのTIG溶接希望の場合の

バックシールドガス治具の一例



 

 

7 参加造船所でのアルミ等溶接技能研修 

7-1 愛知造船株式会社 

所 在 地：愛知県名古屋市港区築三町 1-14 

研修日程：令和 3年 7月 12 日（月）～7月 16 日（金）（5 日間） 

受講者数：5名 

実技内容：アルミ鋼溶接、SUS溶接、銅管ロウ付け 

溶 接 機：TIG溶接機 

使用板厚：3㎜及び 8 ㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、萬徳 豊一（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

7-2 熊本ドック株式会社 

所 在 地：熊本県八代市港町 273 

研修日程：令和 3年 8月 2日（月）～8月 6 日（金）（5 日間） 

受講者数：6名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：TIG溶接機、MIG溶接機 

使用板厚：3㎜及び 6 ㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 



 

 

7-3 株式会社村上鉄工所 

所 在 地：北海道広尾郡広尾町会所前 3-12 

研修日程：令和 3年 10月 1 日（金）～10月 5 日（火）（5 日間） 

受講者数：5名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：MIG溶接機 

使用板厚：8㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

7-4 株式会社みらい造船 

所 在 地：宮城県気仙沼市朝日町 7-5 

研修日程：令和 3年 10月 11 日（月）～10月 15日（金）（5日間） 

受講者数：6名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：MIG溶接機 

使用板厚：8㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

 



 

 

7-5 京浜ドック株式会社 

所 在 地：神奈川県横須賀市浦郷町 1-65（追浜工場） 

研修日程：令和 3年 10月 25 日（月）～10月 29日（金）（5日間） 

受講者数：10名 

実技内容：アルミ鋼溶接、SUS溶接 

溶 接 機：TIG溶接機 

使用板厚：8㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

7-6 ﾂﾈｲｼｸﾗﾌﾄ＆ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ株式会社 

所 在 地：広島県尾道市浦崎町 1471-8 

研修日程：令和 3年 11月 8 日（月）～11月 12日（金）（5日間） 

受講者数：4名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：MIG溶接機 

使用板厚：12㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

 



 

 

7-7 本瓦造船株式会社 

所 在 地：広島県福山市鞆町後地 242-1（第二工場） 

研修日程：令和 3年 11月 29 日（月）～12月 3 日（金）（5日間） 

受講者数：8名 

実技内容：アルミ鋼溶接、SUS溶接、銅管ロウ付け 

溶 接 機：TIG溶接機、MIG溶接機 

使用板厚：3㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、萬徳 豊一（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

7-8 墨田川造船株式会社 

所 在 地：東京都江東区潮見 2-1-16 

研修日程：令和 3年 12月 20 日（月）～12月 23日（木）（4日間） 

受講者数：7名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：TIG溶接機、MIG溶接機 

使用板厚：3㎜及び 12 ㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、松井 耕二（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

 



 

 

7-9 鈴木造船株式会社 

所 在 地：三重県四日市市富双 1-1-3 

研修日程：令和 4年 3月 14 日（月）～3月 18 日（金）（5 日間） 

受講者数：2名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：TIG溶接機、MIG溶接機 

使用板厚：5㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、萬徳 豊一（実技） 

 

 

        座学風景                 実技風景 

 

7-10 株式会社辰也造船所 

所 在 地：三重県志摩市浜島町塩屋 536-1 

研修日程：令和 4年 8月 3日（水）～8月 5 日（金）（3 日間） 

受講者数：4名 

実技内容：アルミ鋼溶接 

溶 接 機：TIG溶接機、MIG溶接機 

使用板厚：3㎜及び 8 ㎜ 

担当講師：神田 幸雄（座学）、萬徳 豊一（実技） 

 

   

        座学風景                 実技風景 

 

 



 

 

 

8 指導者育成用カリキュラム、テキストの作成 

8-1 指導者育成用カリキュラムの作成 

2 年度目に実施する指導者育成用の標準カリキュラムを作成した。 

 

8-2 指導者育成用テキスト 

2 年度目に実施する指導者育成用のテキストを作成した。 

  

8-3 教育実習用座学講義映像教材の作成  

2 年度目に実施する指導者育成で使用する教育実習用の座学講義映像教材を作成した。 

① 障害とその防止対策 

② アルミ鋼の性質 

③ アルミ鋼の溶接 

日本財団助成事業「アルミ等溶接技術者育成事業」　指導者用標準カリキュラム　　【５日間想定】

日程 1 2 3 4 5 6 7 8

1日目

【概要説明】【座学】

➀障害とその防止対策

➁アルミ鋼の性質

➂アルミ鋼の溶接

     【実技】

　 　ビード置き、下向き隅肉

　　 指導者が見るべきポイント

     【実技】

　 　ビード置き、下向き隅肉

　　 指導者が見るべきポイント

掃除・講評

掃除・講評

3日目

【座学】

➄アルミ鋼の溶接施工法

（TIG)

　 【実技】

　　立向き突合せ

　　下向きと異なる点の理解と溶接条件の合わせ方

　 【実技】

　　 立向き突合せ

　　 溶接速度にあった溶接条件の合わせ方
掃除・講評

2日目

【座学】

④アルミ鋼の溶接施工法

（MIG）

     【実技】

　 　下向き突合せ

　　 試験材の正しい作り方

     【実技】

　 　下向き突合せ

　　 指導するポイントの理解

　 【実技】

　 　隅肉溶接手直し要領

　　 電動工具の正しい使用法

掃除・講評

4日目

【座学】

⑥ステンレス鋼、銅管ロウ

付けの溶接施工法

　 【実技】

　　立向き突合せ

　　溶接速度、運棒法と溶接条件の合わせ方

　 【実技】

　　立向き突合せ

　　溶接速度、運棒法と溶接条件の合わせ方

掃除・講評

5日目
【座学】

⑦溶接部の試験と検査

　 【実技】

　　横向き突合せ

　　正しい運棒法の理解と溶接条件の合わせ方

　 【実技】

　　 横向き突合せ

　　正しい運棒法の理解と溶接条件の合わせ方

　 【実技】

　　 突合せ溶接手直し要領



 

 

④ アルミ鋼の溶接（MIG) 

⑤ アルミ鋼の溶接（TIG) 

⑥ ステンレス鋼、銅管ロウ付けの溶接施工法 

⑦ 溶接部の試験と検査 

9 終わりに 

2021 年度はアルミ等溶接技能者の育成及び技能向上を目的として、10 造船所計 57 名に対し

て、アルミ等溶接技能研修を実施した。研修に参加した受講者は目標意識を持って主体的に研修

に取り組む姿勢が見られ、またアルミ鋼溶接に関する基本的な知識を習得すると共に、1 ランク

上の溶接姿勢（隅肉、突合せ）でNK溶接士技量試験に合格する技能レベルに達することができ

た。 

2022年度は2021年度に作成した、指導者育成用の標準カリキュラム、指導者育成用テキスト、

教育実習用座学講義映像教材を用いて、本事業終了後も社内で教育が継続できるよう各造船所 1

名（計 10名）の社内指導者を養成する。 

また社内指導者の評価にあたっては、評価基準に沿った評価を行い、指導者として必要な知識、

技術、指導の要点を習得できたか評価することとする。 


